












要約:成人病の予防のために小児期からの対策が如何にあるべきか、の課題に応えるために

は、全国各地に小児のコホートの設定と長期間観察を主体とし、さらにこれを補完するた

めにも各年代の断面調査を重ねて実施することを提起した。観察数が大きく、長期間観察

するためには、保健、教育行政の連携、学校医等地元医師会の積極的参加、研究評価・事

後指導のためにも保護者を含め関係者の共通理解、実施のための体制づくりが必要であり、

これらについて検討した。 


